
岩手大学教育学部研究年報 第56巻第1号 (1996.1)167-178.

中学英語リーディング教材におけるテクスト性 (2)

-結束構造に関して-

千々岩 佳 史*

(1996年6月28日受理)

はじめに

ド･ボウグランド､ドレスラー(deBeaugrande,R.andW.Dressler,1981)の示した ｢テクスト

性の7つの基準｣(sevenstandardsoftextuality)は､以下のようなものであった｡

(1)結束構造 (cohesion)

(2)結束性 (Coherence)

(3)意図性 (intentionality)

(4)容認性 (acceptability)

(5)情報性 (informativity)

(6)場面性 (situationality)

(7)テクスト間相互関連性 (intertextuality)

この中において､第1番目に与えられている結束構造 (cohesion)とは､いかなる機能をもち､

どのように現実のテクスト内に具現されているのか｡私は本稿において､中学校検定教科書の

リーディング教材を例にとり､結束構造における指示 (reference)､とりわけ 人称 (personal

reference)､指示詞 (demonstrativereference)を軸として､前方照応 (anaphoricreference)､

後方照応 (cataphoricreference)､そして外界照応 (exophoricreference)の照応関係を考察

したい｡その主な理由は､これらの指示 ･照応関係がリーディング教材において､以外なほど

多用されているにもかかわらず､リーディング指導のいわば盲点と考えられるからである｡

1 テクス トにおける二面性

リーディングにおけるテクストには､さまざまなとらえ方かたがあると言えよう｡

その1つは､テクストのもつ ｢伝達手段 (medium)｣と｢伝達情報 (message)｣という二面性

に焦点をあてた視点である｡McArthur(1983,p.16)は次のように､このことについて言う｡
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Essentially,themesseqeiswhatapersonwantstosayabouthisorhercircumstances,some

eventorwhatever,whilethemediumisthelinguisticsubstanceandsystembymeansofwhich

也emessageisconveyed.

(本来､伝達情報とは､人が自分を取り巻く状況や出来事､その他どのようなことについても言

いたいことをさし､一方､伝達手段とは､伝達情報が伝えられるべき言語的実体と組織体系をさす

のである)

この場合､伝達手段 は｢どのように (How)｣に､伝達情報は｢何を (What)｣に直結する｡

つまり､伝達手段とは､テクストの中で､書き手はどのような言語形式を用いて､ある情報を

テクストの中に盛り込み､読み手はその言語形式をどのようにリーディングの手がかりとする

かということである｡また､伝達情報とは､書き手が読み手に何を伝えたいのか､そして､読

み手は書き手の何を読み取るかということである｡したがって､伝達手段はテクストそのもの

であり､伝達情報はテクストの中に書き込まれた ｢意味 (meaning)｣なのである｡

では､伝達手段 と伝達情報の関係はどう考えればいいのであろうか｡それは､

伝達情報なしの伝達手段は存在しうるが､その道はありえない

ということである｡伝達情報なしの内容空虚で意味をなさないテクストはありえても､テクス

トがなければ､伝達情報は伝えようがないからである｡たとえば､｢伝達情報なしの伝達手段は

存在しうる｣とは､次のようなテクストをいう｡

Carlosarrangedtotakegolflessonsfromthelocalprofessional.Hisdog,acockerspaniel,

wasexpectingPupsagain.Andreahadthecarwashedforthebigwedding.Sheexpected

Carlostohelphermoveintohernewapartment.

(Carroll,1994p.155)

(カーロスは土地のレッスンプロからゴルフのレッスンをうける予約をした｡彼の飼犬のクッカ

ースパニエルはまたのお産が近かった｡アンドレアは盛大な結婚式のために車を洗ってもらった｡

(彼女は)彼女が新しいアパートに引っ越すのをカーロスに手伝ってもらいたいと思っていた)

このパラグラフは､個々の1文ずつは何らかの伝達情報を伝えはするが､テクスト全体では

何も情報を与えてはくれない｡意味不明の文章である｡しかし､伝達手段は依然として存在し

ているのである｡ただ､伝達手段､つまりテクスト自身に力点が通常以上に置かれる場合もあ

りえよう｡あるジャンルの詩歌 ･小説がそうかもしれない｡が､伝達手段と伝達情報は､本来

バランスがとれているべきである｡

そして､伝達手段と伝達情報の二面性を､リーディングという言語活動から考えるとどうな

るのであろうか｡まず､テクストの中において､読み手の意味理解を円滑にするべく､伝達情

報ができるだけ整然と配列されていなければならない｡この整然と配列される方法が結束構造

である｡そして結束構造が具体的にテクスト内に表出されているのが ｢指示 (reference)｣ と

いう機能であり､指示はさまざまな照応関係をもつと言っていいであろう｡
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以下､結束構造を概観し､ついで指示について述べたい｡
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2 結束構造と同一物指示

2.1.結束構造

HallidayandHasan(1976,p.10)は､結束構造を次のように定義する｡

Cohesionreferstotherangeofpossibilitiesthatexistforlinkingsomethingwi也whathas

gonebefore.

(結束構造とは､[テクスト内の]ある部分とそれに先行するある部分を結束させうる可能性の

範囲のことをいう)

そして､指示 (reference)､代入 (subustitution)､省略 (ellipsis)､接続 (conjunction)､語

嚢結束 (lexicalcohesion)の5つの範ちゅうを認めている｡しかしながら､Halliday(1994,p.

316)においては､代入は省略の下部範ちゅうとし､結局､次に示すような結束構造が存在する

としている｡

指示 (reference): 人称(personal)

指示詞 (demonstrative)

比較 (comparative)

代入 (subustitution)および省略 (ellipsis): 名詞句 (nominal)

動詞句 (verbal)

節 (clausal)

接続 (conjunction): 反意的 (adversative)

付加的 (additive)

時間的 (temporal)

因果的 (causal)

語嚢結束 (lexicalcohesion): 同語反復 (reiteration)

連語 (collocation)

これらの結束構造における個々の具現形､たとえば､人称､指示詞はテクスト内においては､

さまざまな照応の機能を果たすのである｡

2.2. 指示

指示の定義を標準的な用語辞典に見てみる｡

reference:therelationshipbetweenwordsandthethings,actions,events,andqualities也ey

standfor.AnexampleinEnglishistherelationshipbetweenthewordtreeandtheobject
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tttree"(referent)intherealworld.

(Richards,∫.etal.p.241)

(指示 :語とそれが意味する事物､行為､出来事､および特性との関係をいう｡英語の例で示す

と､tyleeという語と現実世界における"tree"という物 (指示対象) との関係ということになる)

｢指示 (reference)｣とは､私たちを取 り巻 く外界世界の物､事､思想､概念などと､それを

表わす言語形式との関連性をいう｡したがって､リーディングにおける指示とは､書き手がテ

クストの中で読み手にたいしてある何かを指示するために行う言語行動､具体的には､文字を

もって書き示すことなのである｡この文字をもって書き示された言語形式(話し言葉の場合は､

もちろん音声によって表わされるが)は､｢指示表現 (referringexpression)｣､指示表現によ

って指示された現実世界の事物は ｢指示対象(referrent)｣と呼ばれる｡たとえば､指示表現と

指示対象との関係は次のようになろう｡

指示表現 指示対象

dog Commondomesticanimalkeptbyhuman

beingsforwork,hunting,etc,.orasapet

つまり､｢仕事や狩りのためや､ペットとして人間に飼われている､ごくありふれたどこにも

いる家畜｣というものを ｢イヌ｣と指示表現されるのである｡そして､重要なことは､指示表

現と指示対象の間には､通例1対1の固定した意味上の対応関係は存在していないということ

である｡指示表現と指示対象との関係は､任意のものなのである｡あくまでも､その対応関係

は､ある言語社会の言語使用にかかわる規約 (convention)を含んだコンテクストに依存して

いるのである｡したがって､指示表現の読みは､コンテクストに則った読み手側の推論 (infer-

ence)に待たなければならない｡次の例の指示表現を見てみよう｡

[1]

a.ShakeQewetakesupthewholebottomshelf.

(シェイクスピア全集は書棚の下段をみんな占めている)

b.We'regoingtoseeShakeQeareinLondon.

(私たちはロンドンにシェイクスピアの芝居を見に行きます)

C.WehatedShakeQeareatschool.

(私たちは学校でのシェクスピアの授業は大嫌いだった)

いずれの例文においても､Shakespeareは現存の人物ではなく､[1]a.においては ｢シェイ

クスピア全集｣､[1]b.は ｢シェイクスピアによる演劇のどれか｣､[1]C.は ｢シェイクスピア

の授業 ･勉強｣という読みが､通常のコンテクストにおいては行われるであろう｡

以上は､指示の最も簡単な例であるが､読み手が現実のテクストに直面したときには､もっ
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と複雑なリーディングを要求されるのである｡それは､まずテクスト内の2文以上にわたって､

書き手がどのような指示を行っているかを､読み手は推論しなければならないのである｡この

書き手がなす指示のさまざまな形態がテクスト内の照応関係なのである｡

HallidayandHasan(1976,p.33)によると､指示関係は､概略下の斑のようになる｡

外界照応 [場面的]

(exophora)

指示
(Reference)

テクスト内照応 [テクスト的]

(endophora)

前方照応 [先行テクストにたいして]

(anaphora)

後方照応 [後行テクストにたいして]

(cataphora)

(図2-1)

本稿では､これらの照応関係が具体的に､どのようにテクスト内において機能しているかを､

指示における人称､指示詞に限って考察してみたい｡

3 照応関係

第2章図2-1に示した照応関係の順序とは逆になるが､論述の便宜上､まず､指示における

テクスト内 (言語内)照応を､ついで､外界 (言語外)照応を述べる｡

3.1. テクスト内照応

テクストのある要素(語句)､たとえば､代名詞 (pronouns;she,he,ii,hik,hers,their,theiy:S,

など)､指示詞 (demonstratives;this,that,these,those)､および定冠詞 (definitearticle;the)

の読みはどのようにおこなわれるのか｡つまり､これらの語句の意味解釈に必要な情報はどこ

に存在しているのか｡それは､テクスト内の指示表現に求められるとしているのである｡これ

をテクスト内照応という｡後述する外界照応と対立する概念である｡テクスト内照応は前方照

応と後方照応とに二分される｡

3.1.1.前方照応

これは､テクスト内においてある語句が､それより｢前方 (preceding)｣､つまり以前にすで

に表現されている語句にもどって指示する (referback)場合の指示機能をいう｡そして､前

方照応の指示関係により､当該テクストは結束構造をもつに至るのである｡簡単な例を見る｡
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[2]

Patricialookeddownatherlejthand.Ewascoveredwithblood.
(パトリシアは自分の左手をのぞき込んだO左手は血だらけになっていた)

この文章における代名詞 herはPatriciaを､Ztは herlejthandを指示し､この文章は結束

構造をもつのである｡そして､この場合の her､Zt､を｢照応形 (anaphor)｣､Patricia､her

lejihandを｢先行詞 (antecedent)｣とよぶOまた､このような指示形式を｢同一指示 (corefer-

ence)｣ということがある.ここで､注意すべきことは､2.2.で述べた､指示という概念で

ある｡Green(1989,p.27)は前方照応について､次のようにいう｡

Apronoundoesnotrefertoanounphtaseorotherlinguisticexpression;itrefersto

whateverobjectintheworlditsantededentnounphrase(also)refersto.Thisiswhytheyare

called"coreferential"- theyrefertothesamething.

(代名詞は (それ自体)名詞句ないし他の言語表現を指示はしない｡それは､先行詞名詞句

が (同様に)指示しているこの世界の中のどのような事物をも指示しているのである｡した

がって､これらの指示関係を ｢同一指示｣一同じ事物を指示する､と称するのである)

このことを､[2]の文章のうち第1文に限って考えてみよう｡

[2-1]

Patricialookeddownatherlejihand.

照応形 herが指示しているのは Patriciaという固有名詞ではない｡この世界に存在してい

る幾億という女性の中から唯一的に Patriciaという名前によって指示表現されている女性を

選択し､先行詞として指示しているのである｡では､なぜherという女性を示す人称代名詞(の

所有格)で指示されているのか｡それは､Patriciaという語柔は､典型的に女性を表現する固

有名詞として､少なくとも英語圏においては用いられているという事実に基づいてるからであ

る｡このことは､テクストにおける言語構造にたいする知識能力をこえた､読み手自身のもつ

外界世界についての基本的･抽象的な知識経験 (priorbackgroundknowledge,orknowledge

oftheworld)､いわゆるスキーマ (schema)の活性化ということと深いかかわりがあるので

ある｡

さて､前方照応においては､照応形というのはどのような意味内容を有するのであろうかC

[3]の文を見てみる｡

[3]

Peelandslicesixpotetoes.Putthemincoldsaltedwater.
(ジャガイモを6個皮をむいてうす切りにしなさい｡それを冷塩水に入れなさい)

レシピからの文章であるが､[3]において､照応形 themは何を指示しているのか｡six

potetoesか｡そうではない｡この場合､明らかなように､Peeledandslicedsixpotetoesな
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のである｡このように､テクスト内照応における照応形と先行詞の指示関係は､同一物を機械

的に指示するものではない｡先行詞によって指示された意味が､文章全体の意味によって換算

され､変化し､それが照応形の意味内容になるということができる｡

では､本論の趣旨である､中学校検定教科書のリーディング教材を例にとり､前方照応を述

べる｡

[4]

InthenorthofthecityofHiroshima,anold,talltreestandsbytheroadside.(a)Lihasseen

manythingsaround(b)it.

Onesummernight(a)thetreeheardalullaby.Amotherwassingingtoherlittlegirlunder

(b)thetree.''Th砂lookreallyhappy,"(C)itthought.''Andthesongsoundssosweet.''

Then(C)thetreerememberedsomethingverysad."Yes,thatwassomefiftyyearsago.I

heardalullabythatnight,too.''

NeuJHon'zonEnglikhCourse3,LET'SREAD1.(Tokyo

Shoseki)p.28.

これは､"AMother'sLullaby"と題する､中学3年前期に扱われるリーディング教材の冒頭

3パラグラフである｡書き初めの第 1文からわかるように､物語文の典型である｡

この文章の前方照応関係は以下のようになる｡前方照応関係の内部においては､Fox(1987)

に詳述されているように､さまざまな階層性がみられるが､ここでは､テクストにおける結束

構造の観点から､その大わくを示す｡

先行詞 照応形

anold,talltree (a)〟

(a)Zt(-anold,talltree) (b)it.

anold,talltree (a)thetree

Amother herlittlegirl

thetree(-anold,talltree) (b)thetree.

Amotherandherlittlegirl They

thetree (C)it

Alullaby thesong

it(-thetree) (C)thetyee

こう見ると､前方照応により､これら3個のパラグラフが密接な連関をもち､テキスト内の

結束構造を編み出していることが明らかであろう｡そして､照応形をなすものは､代名詞､指

示詞､定冠詞であり照応形 tIleSOngが先行詞 alullabyを指示している場合のみが､2.1.

であげた語尭結束の指示機能である｡また､仙esongは alullabyにたいして､同語反復に

おける上位語 (superordinate)である｡
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3.1.2. 後方照応

テクスト内において､ある語句がそれより後方 (following)､つまり､それより後に表現され

る語句を指示する場合の指示機能のことである｡そして､当然ながら､この後方照応の指示機

能により､テクスト内に結束構造が得られるのである｡簡単な例を示す｡

[5]

Th由ishowyoudoit.Youlettheherbsdryandthengrindthemuplnafoodprecessor.

(このように行います.まず､ハープを乾燥させますoそして､フードプロセッサーで細かい粉

末にします)

この文章において､thisは､第2文全体の意味を指示するのである.読み手にとってihisの

指示詞だけでは､その意味内容は不明であり､リーディングが完了するためには､後続の文を

得たねばならない｡[5]においては､第2文によってようやくテクスト全体の意味理解は成立

するのである｡そして､初めて [5]の2個の文は結束構造をもつのである｡

このような後方照応の機能は､さまざまな小説類に多く見られる｡書き手 (作者)は読み手

の興味･関心を後続の文まで持ち込み､持続させるような劇的効果を示そうとするからである｡

次例などは､その典型であろう｡

[6]

tShe'sdead.Shediedat5.12p.m.I'mgoingtofindthepeoplewhomurderedher･.･'

saidPhilipCardon.

TheatmosphereinthecorridoroftheNuffieldHospitalwasunbearable.Tweedand

Paulahadjustarrived.Toolate.Philti)Cardon'swife,Jean,haddiedafewminutes

earlier.

ColinForbes,Fu7y(p.1)

(｢彼女は死んだ｡彼女は午後5時12分に死んだ｡彼女を殺した奴らを見つけるつもり

だ､､､｣とフィリップカードンは言った｡
ナフィールド病院の廊下の雰囲気は耐えられないほどのものだったツイードとポーラ

はちょうど病院に着いたばかりだった｡遅かった｡フィリップカードンの妻ジーンは､

数分前に亡くなっていたのだ)

これは､やや長編のミステリーのプロローグの第 1､第2パラグラフである｡ミステリーに

ありがちな､唐突な書き出しであるが､第1パラグラフの第1､第2文にある she､および第3

文の herは､それぞれ第2パラグラフ最後の文のPhilipCaydon'suJZfe,Jeanを後方照応的に

指示する｡そして､第1､第2パラグラフは明確な結束構造を示しており､読み手の興味は高

まり､ついページをめくるという小説 (pageturner)を創りだしているのである｡

では､このような､やや特異な機能を果たすように思われる後方照応は､中学校リーディン

グ教材では存在しうるのであろうか｡じゅうぶんに存在するのである｡前項で取り上げた [4]

の文章をもう一度考えてみる｡
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[4-1]

In也enor血of仇ecityofHiroshima,anold,talltreestandsby也eroadside.Ithasseen

many也ingsaroundit.

Onesummernightthetreeheardalullaby.Amotherwassingingtoherlittlegirlunderthe

tree."Theylookreallyhappy,"itthought."Andthesongsoundssosweet"

Thenthetreerememberedsomethingverysad."Yes,thatwassomefiftyyearsago.Iheard

alullabythatnight,too."

この文章の第3パラグラフ指示詞 that､thatm'ghtは後方照応である.that､thatm'ghtは

何を指示しているのか｡読み手にとって､後の文章を読むまで不明なのである｡果たして､後

続のセクションは､次のような文で始まる｡

次は､この木が回想しているところです｡

[4-2]

Themorningbefore也atnight,abigbombfellon也ecityofHiroshima.Agreatmany

peoplelost仇eirlives,andmanyotherstriedtogetaway.Theyhadburnsallovertheirbodies.

Iwasverysadwhenlsawthosepeople.

ここで､読み手は thatm'ghtが､広島に原子爆弾が投下された前夜であることを理解する.

そして､thatnigh=･ま正確には書かれてはいない.しかしながら､このリーディング教材では､

まえがき (Introduction)において､以下のような説明がなされている｡

第二次世界大戦中の1945(昭和20年)年8月6日､広島に

原子爆弾 (atomicbomb)が投下され､何十万という人が

その犠牲になりました｡-

ここで､読み手は thatm'ghtが､1945年8月5日の夜であるという意味を理解するのであ

る.後述するが､リーディングにおける教材では､このような､まえがき､さし絵､写真､図

版等がきわめて大きな役割を果たしていることを見逃がしてはならないであろう｡

では､後方照応における [4-1]の第3パラグラフ第2文の thatは何を指示しているのか｡

このリーディング教材の物語に述べられている出来事の内容をすべて､丸ごと指示しているの

である｡さきに触れたように､指示とは､言語表現､言語構造そのものを指示しているのでは

ないということに､再度注目すべきであろう｡そして､この後方照応の機能により､第 1､第

2セクションが結束構造をなしているということは､言をまたない｡

3.2. 外界照応

テクスト内照応と対立をなす概念である｡テクスト内照応においては､テクスト内のある語

句の意味解釈に必要な情報は､常にテクスト内の指示関係に求められた｡しかしながら､外界

照応においては､その情報はテクスト内には存在しないのである｡では､どこに求められるか
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といえば､テクストを成立させているコンテクストの中においてなのである｡したがって､読

み手はコンテクストに依存し､テクスト内の語句の意味解釈をおこなうのである｡外界照応に

おいて､テクスト内の意味解釈を行わなければならない語句は､代名詞 (pronouns;she,he,it,

his,he7S,their,theiy:S,など)､指示詞 (demonstratives;this,that,these,those)､および定冠

詞 (definitearticle;the)等であり､これは､テクスト内照応の場合と同じである｡

外界照応と結束構造の関係はどうであろうか｡外界照応は､テクスト内の語句の意味解釈を､

テクストのいわば外側にあるコンテクストに依存するので､テクスト内の2つ (以上)の語句

を結びつけて意味解釈を行うテクスト内照応とは異なり､外界照応は結束構造をもっことはな

いといえる｡では､テクストにおける結束構造を成り立たせ得ない外界照応は､中学校教材に

おいて､特異な性格をもつまれな存在であろうか｡実のところそうではないのである｡次例を

見てみる｡

[7]

Mike:Wh at'sthatPIs(a)itaboat?

Yumi.INo,(b)itisn't.(C)Ztcanflyinthesky.

Mike.･Is(d)itabird?Oh,Isee.(e)Zt'sacrane.

Yumi.IThat'sright.Th由isongami.

Mike.lIt'sbeautiful.

NewHon'zonEnglishCouy:se1,(TokyoShoseki)p.51.

これは､中学1年前期に取り扱われる対話文である.このテクストにおける指示詞 that､this

および代名詞 itはそれぞれ何を指示しているのであろうか｡もう明らかなように外界照応な

のである｡

[7]の対話文は､マイクと由美との会話であり､由美が何かをしているのを､そばでマイク

がのぞき込んでいるというコンテクストである｡由美は何をして0るのか｡テクストの後半で

理解できるのであるが､折り紙で｢折り鶴｣を折っているのである｡その折り鶴の完成過程が､

マイクと由美の会話の時間的経過と重なっている｡したがって､指示詞､代名詞と由美が折っ

ている折り鶴の完成手順との関係は､概略､次のようになろう｡テクストをもう一度示す｡

[7-1]

Mike:Wh at'sthatPIs(a)itaboat?

照応関係

(鶴の折りはじめ)

半分ほど折った折り鶴

Yumi:No,(b)itisn't.(C)Ztcanflyinthesky.

Mike:Is(d)itabird?Oh,Isee.(e)Zt'sacrane. 出来上がった折り鶴
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Yumi:Tha'sright,Thisisongami.
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折り紙を折り鶴で説明

する

M2'ke:It'sbeautiful.

ここで注目したいのは､代名詞 (a)it～ (e)it意味解釈である｡外界照応における指示の

意味解釈はコンテクストに依存しているので､[7-1]における itの意味は､それぞれの折り鶴

の完成段階とともに､次のように変容しているのである｡

代名詞 照応関係

(a)it(b)it(C)it 半分ほど折った折り鶴

(d)it(e)it 出来上がった折り鶴

このような外界照応の意味解釈を行うことは､学習者であるまだ入門期の中学1年生にとっ

て相当困難であろう｡したがって､実際の教科書には､テクストの第1文の右横にヒシ形の半

分ほど折った折り鶴の写真が添えられているoまた､当該ページの下方には折り上がった折り

鶴の一部の拡大写真も載せてある｡これらの写真によって､学習者は､テクストの中のに盛ら

れた外界照応の機能を明確に理解するのである｡このような､いわば教科書作成技術は､教材

ゆえの特性であり､通常のテクストではまれであろう｡教科書執筆者の苦労があるといえよう

か｡また､さきにも触れたように､教材とさし絵､写真との密接な関係は､別の角度から考察

されるべきである｡

今まで述べた教材は対話文であったが､リーディング教材はどであろうか｡以下の教材を見

てみる｡

[8]

LookatthispictuyleJsthisapictureofTokyo?No.It'sapictureofmycountry-Singapore.

Singaporeisayoungcountry.It'saboutthirtyyearsold.It'sverysmall,butagreatmany

peoplelivethere.

Neu)HonlzonEnglishCou71Se1,LET'SREAD1.(Tokyo

Shoseki)p.78.

これは､シンガポールの歴史､風物についてのべた中学1年後期のリーディング教材の第1

パラグラフである｡｢ぼくに国､シンガポール｣と表題がつけられ､

ビンが自分の国のシンガポールのことを紹介しています｡

とまえがきが与えられている｡したがって､学習者は本課が､シンガポールについての文章で

あるということは理解できよう｡いわゆる､スキーマの活性化 (activationofschema)と言

われていることである｡

第1文の thisPictureにおける指示詞 thisおよび､第2文の thisの意味解釈をどのように



178 千々岩 佳 史

行われるのであろうか.外界照応であるそれぞれの thisの意味内容の理解は､中学1年である

学習者にとって､やはり困難といわねばならない｡前述の [7]のテクストとおなじく､教科書

の当該ページには､シンガポールの風物写真が何葉か掲載されている｡そして､[8]のテクス

トのすぐ上部にあげられて0るシンガポール市街の写真が､thispicture､thisの意味内容とな

っているのである｡この教科書上の写真こそが､学習者の外界照応の意味解釈を助けているの

である｡そして､[8]のテクストは結束性をもつ｡ここにも､教材としてのテクストの特性が

如実に示されているとoっていいであろう｡

4 おわりに

私は､中学校検定教科書のリーディング教材を主として､テクスト内照応､外界照応の実際

をみてきた｡すでに明らかなように､読み手は照応関係を手がかりとして､テクストの結束構

造を理解し､テクストを読み進むのである｡書き手がテクストに編み込んだ伝達情報の意味解

釈はこれによって行われるのである｡そして､テクスト内照応はもちろん､外界照応も､中学

生段階の読み手にたいしてさえ､その半順蛸巨力を要求しているのである｡

しかしながら､これら指示および､照応関係の指導はしゅうぶんに行われてきたとは言い難

いのであるo中学校の教室における読みの指導では､｢(代名詞)heはなにを指しているのです

か｣といったような質問が教師からなされるのがせいぜいであった｡今後のリーディング指導

においては､指示(の表わす意味)､照応関係に､学習者の目を向けさせることが､特に必要で

あろう｡また､｢中学校の教材は易しい｣などと軽々と言ってはならないO英語という､学習者

にとって外国語である言語を読むという言語活動は､その入門期から相当な難しさを備えてい

るのである｡指示､照応関係ということもその1つであろう｡教師は､英語の読みの能力を学

習者に習得せしめるためには､｢中学校の教材は難しい｣とあらためて認識すべきあろう｡
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